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であり、招待講演 6件、一般発表 140件でした。 
 6件の招待講演の内、仮想大学（Implementing a University Virtual Learning, Building the 
Virtual University: A Blueprint for Success）と情報技術による知識拡散（Adoption and 
Diffusion in Education and Training, Economic Development, Curriculum Change and 
Knowledge）について各 2件の発表がありました。残りの 2件は、アメリカの工学教育（US Quality 
Assurance in Engineering Education: The Change Paradigm）と日本の高等教育に関する現状
（Current Status of Higher Education in Japan）についての講演が行われました。 
 一般発表では、3 つの部屋に分かれ、セッション別に発表が行われました。主なセッション
としては、遠隔学習（Distance Learning）、仮想大学（Virtual University）、ネットワーク
を基礎とした学習（Network Based Learning）、高等教育に関する新しい計画（New Strategies 
for Higher Education）、工学教育における新しい技術の使用（Use of New Technology in EE）、







 アメリカ技術者教育認定機構（ABET）の Executive Directorである George Peterson博士の
講演「US Quality Assurance in Engineering Education: The Change Paradigm」では、アメ
リカの工学教育の現状について為されました。 












 そこで、ABETは、NSF:National Science Foundationと産業界の 3者で協力して、ABETの規
定の見直しをするためのワークショップを開催した。ワークショップの内容は、基準、認定方
法、参加の呼びかけの 3 本柱によって行われてた。その成果として、”ENGINEERING CRITERIA 
2000”、”VISION FOR CHANGE”としてまとめた。現在では、理論を基礎として実践力養成の
場として高等教育機関が機能できるような ABETの規定になっている。 









 Tele-universite du Quebecの Gilbert Paquette博士が行った講演「Implementing a Virtual 
Learning Center in an Organization」」では、カナダの Tele大学での事例について紹介が行
われた。 








 分散学習モデル（Distributed Learning Model）には、教室の中に学習者が並んでいる前で
教師が説明する従来型の High-tech classroom、実験室などに見られる分散型の Distributed 
classroom、いろんなメディア（web contents、PDF 等）を利用した自習型の Hypermedia 
self-training classroom、フォーラム、電子メール、FTP、音声またはテレビ会議を利用した
多くの交流を行う offline-teaching、フォーラムや電子メールを利用するグループでの課題の
取り組みでのコミュニケーション能力を重視する Community of Practice、データバンクの使
用、オンライン・ヘルプ、助言者、その場での学習、個々の学習およびグループ学習等に有効
な Performance Support Systemがある。特に現在での高等教育において重要であると考えられ
るコミュニケーション能力を向上させるためには後者 3つの学習モデルが有効である。 









 University of Illinois の Burks Oakley 博士が行った講演「Building the Virtual 































 Universite de Rennesの Oliver Bonnaud博士が行った発表「Microelectronics Technology 
Course for a Virtual Campus」では、フランスの Rennes 大学での電子工学コースでのオンラ
イン教育について紹介した。 
 電子工学の授業では、他の多くの工学教育と同様に多くのグラフ、図、技術的な説明を必要と
する。そこで、彼らはコンピュータやマルチメディアを用いた教材を用いることによってより
効果的に学習することが出来ると考えた。web上で利用できる javaアプレットや Flashなどで
構成されているツールを用いることによって様々実験をシミュレートすることができる。例え
ば、電子回路の設計をアニメーション上のシンボルによって行い、その特性を確認すること、
シリコン基板の熱酸化実験での実験条件の違いによる膜厚の変化、物理特性の違いによる特性
の変化などをアニメーションで表示させることなどである。 
 このようなツールはすべてフランス語で記述されている。現在、英語に移植作業を行ってい
るところである。 
 
2-3、その他 
 その他に遠隔教育のセッションにおいて、リモート実験室や仮想実験室の発表がなされてい
ました。リモート実験室では、離れた実験室に置いてある計測用のコンピューターの制御、CCD
カメラによる実験室のオンライン中継、データの転送を可能にするシステムです。仮想実験室
では、高周波デバイス実験のシミュレーターを用いて、実験学習を行う物である。 
 ISBNを用いた遠隔授業については、講義している教官が学生の理解度を確認することが出来
ないため、講義が単調になってしまい、学生のレスポンスが悪くなる点が問題とされている。
そこで、学生側にレスポンス・アナライザーとなるプログラムを介して、授業に関する反応を
確認することにより、学生の理解度に対してかなりの改善が行われた。 
 プログラミング教育に関しては、黒板の前で行う場合と PCルームで行う場合の２種類がある
が、どちらにも一長一短がある。そこでその２つの利点を合わせた物が電子黒板である。市販
の物が数社から販売されているが、専用のソフトウェアで制御することにより、ボードに書い
た文字をコンピューター上で文字として認識され、プログラムの実行、デバックを行うことが
出来る。また、黒板と同じように線を引いたり、文字を書き込んだりすることも可能である。
これによって黒板の利点を活かすことが出来る。 
3. 感想 
 今回、このような国際会議に参加をすることによって、情報技術を活用した工学教育に対し
て新たな知識を得ることが出来ました。このような経験を活かし、今後の高専教育に対して活
用していきたいと考えます。特に、web 上での利用できる教材では、いつでも、どこでも、何
度でも繰り返して学習することが出来る利点があります。加えて、アニメーションやビデオな
どのインタラクティブな教材を加えることにより、さらに良い教育環境を作り上げることが可
能であると期待を持つことが出来ました。 
 最後に、このような会議に出席する機会を与えてくださいました関係者の方々に感謝致しま
す。 
 
